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　宣教は人々に寄り添うことで拡大するが、一人の人に寄り添うとき、その人を取り巻く社会の
仕組みを無視することはできない。社会のグローバル化が急速に進む中、福音宣教のグローバル
化の在り方を見つめ直す必要を感じてきた。

ブレス・ユア・ホーム株式会社の創設
　今から 5 年ほど前、KBI 卒業と同時に、日本宣教拡大を目標に株式会社の設立を思い立った。
日本の家庭や職場に祝福を届ける地域教会の働きをサポートしたいと考えたが、活動の詳細は定
まっていなかった。不器用な私は、長年慣れ親しんだ大企業の研究開発と同じ姿勢をとるしかで
きなかった。世界中を潤すグローバル技術を長年開発してきたように、日本宣教を拡大するグロー
バルな仕組みを構築したいと願い、さまざまな可能性を求め始めた。

一件の葬儀司式依頼から
　半年ほどたったころ、予期せず一件のキリスト教葬儀の司式依頼が舞い込んだ。教会を離れた
信者が召され、司式を頼める牧師がいないという理由だった。キリスト教葬儀の普及は、日本宣
教拡大の良い契機になると考えた私たちは、急遽、簡単な HP を作成し、全国から依頼をもらう
ことにした。依頼は、信者だけでなく、未信者からも寄せられ、遠方からの依頼には、その地域
の牧師に連絡を差し上げ、緊急の葬儀司式をお願いした。いつの間にか、連携する牧師や教会が
日本中に増えていった。全国の多くの葬儀社からも依頼が入るようになり、牧師、教会、葬儀社
などと様々な連携の仕組みを構築する必要に迫られてきた。さらに、葬儀の事前相談があった場合、
生前から寄り添うことで、未信者が召される前に信仰を持ち、洗礼を受ける事例が続いた。また、
信者の「死」に寄り添うと、葬儀前後に未信者の家族がそろって信仰を持つこともあった。

「寄り添う」ことをビジネスへ
　このような経験を積む中、私たちは、日本宣教を拡大するグローバルな働きの仕組みを見出し
ていった。以下がその内容である。
　まず、主に全国の未信者から「葬儀相談」、「話し相手」、「付き添い」など、高齢者向けのサー
ビス業としての依頼を受ける。次に、全国の連携者が依頼者を訪問する。訪問者は、依頼者とそ
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の家族の様子をヒアリングし、関係者と情報共有する。情報に沿って、地域教会と連携して依頼
者とその家族に寄り添うといった内容である。既に、当社への問い合わせから、訪問、相談、付
き添い、話し相手、看取り、葬儀、納骨式、記念会、各種祈り会、おもいで動画制作など一連の
流れに寄り添い、地域教会と連携して祝福が日本の各地に届けられ始めた。
　未だ小さな歩みだが、未信者から直接依頼され、福音を届けるサービス業が成立できそうである。
依頼者は株式会社に料金を払ってサービスを受けている。地域の業者や団体とは必要な契約を結
び、協力を得ている。通常の事業の仕組みがそのまま用いられる。やがて、この働きは拡大し、
日本全体を潤すグローバルな働きになるに違いない。私たちは、地域教会の働きをサポートする
役割をしっかりと担っていきたい。



　宣教は人々に寄り添うことで拡大するが、一人の人に寄り添うとき、その人を取り巻く社会の
仕組みを無視することはできない。社会のグローバル化が急速に進む中、福音宣教のグローバル
化の在り方を見つめ直す必要を感じてきた。

ブレス・ユア・ホーム株式会社の創設
　今から 5 年ほど前、KBI 卒業と同時に、日本宣教拡大を目標に株式会社の設立を思い立った。
日本の家庭や職場に祝福を届ける地域教会の働きをサポートしたいと考えたが、活動の詳細は定
まっていなかった。不器用な私は、長年慣れ親しんだ大企業の研究開発と同じ姿勢をとるしかで
きなかった。世界中を潤すグローバル技術を長年開発してきたように、日本宣教を拡大するグロー
バルな仕組みを構築したいと願い、さまざまな可能性を求め始めた。

一件の葬儀司式依頼から
　半年ほどたったころ、予期せず一件のキリスト教葬儀の司式依頼が舞い込んだ。教会を離れた
信者が召され、司式を頼める牧師がいないという理由だった。キリスト教葬儀の普及は、日本宣
教拡大の良い契機になると考えた私たちは、急遽、簡単な HP を作成し、全国から依頼をもらう
ことにした。依頼は、信者だけでなく、未信者からも寄せられ、遠方からの依頼には、その地域
の牧師に連絡を差し上げ、緊急の葬儀司式をお願いした。いつの間にか、連携する牧師や教会が
日本中に増えていった。全国の多くの葬儀社からも依頼が入るようになり、牧師、教会、葬儀社
などと様々な連携の仕組みを構築する必要に迫られてきた。さらに、葬儀の事前相談があった場合、
生前から寄り添うことで、未信者が召される前に信仰を持ち、洗礼を受ける事例が続いた。また、
信者の「死」に寄り添うと、葬儀前後に未信者の家族がそろって信仰を持つこともあった。

「寄り添う」ことをビジネスへ
　このような経験を積む中、私たちは、日本宣教を拡大するグローバルな働きの仕組みを見出し
ていった。以下がその内容である。
　まず、主に全国の未信者から「葬儀相談」、「話し相手」、「付き添い」など、高齢者向けのサー
ビス業としての依頼を受ける。次に、全国の連携者が依頼者を訪問する。訪問者は、依頼者とそ

ゆうちょ銀行「自動払込利用申込」ご協力のお願い！
「自動払込利用申込」手続きをして下さった皆様、ご協力有難うございました。
2018 年 10月 3日現在、184名。【年会費 2,000 円 毎年 8月 31日自動引落し】
手続きがまだの方は、是非ともお手続きを、よろしくお願い致します。
総合口座への振込も受付けます！
自動払込の難しい方へ：総合口座へは、随時振込が可能です。
ゆうちょ口座名：KBI フレンズの会（ケービーアイフレンズノカイ）
口座番号：１４５２０－２４１０１３３１
フレンズの会への献金も、随時受け付けます。
上記の同じ口座への送金にて随時受付いたします。

KBI への支援献金
「支える会」や「奨学基金」など母校、後輩へのご支援もよろしくお願い致します。
ゆうちょ口座： 関西聖書学院／０１１４０－６－６７７０８

あなたのメールアドレスを登録して下さい！
登録先：kbifriendsnokai@gmail.com （会専用のメールアドレス）
このアドレス宛に、住所、氏名、教会名等を書いて、メールをお送り下さい。
「KBI フレンズの会」からのお知らせをお送りいたします。

＜お願い＞
　会の円滑な運営・活動のために、年会費納入・メールアドレス・住所変更時の連絡等にご協力下さい。

【お詫び】フレンズの風 Vol.35（2018 年 12 月 1 日号）に同封いたしました「年会費納入者名簿」
に掲載されている氏名に右記の間違いがありました。（誤）吉川美津子師 →（正）古川美津子師
謹んでお詫びし、訂正させていただきます。

＜同窓会シェア：補助についてのガイドライン＞
同窓会シェアを開催する場合、以下のガイドラインに沿って補助を受けることができます。
　１）基本補助額：参加者 1人につき 2千円まで（食費千円＆交通費千円として）
　２）交通費：1万円以上の交通費がかかる場合、最高 1万円までの補助
【その他の適用条件】
　・3名以上の参加者で、年１回までとする。（2回目以降は補助無し）
　・参加費が 1千円程度を集める場合に限る
　・卒業後 1～３年目までの同窓会シェアに限る
実施の際は、必要に応じて、フレンズの会までご連絡ください。
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